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第1章繕   言

 人類血液ガ同種血球凝集反膳二俵ツチ4型二分1類セラレテ以來，人血液ト他種動物血液ト

ノ關係冬ハ各種動物ノ同種血球凝集反騰二關スル業績ガ多数報昔サレテヰル．

 豚血液島關シデハ1907年二Riss1in9∫いガ豚同種及自家血球凝集反騰ヲ認メ稀潔借藪5－30

星テ凝集反騰カナクナッタト報告シ，1913年皇ハFischbein（2，ハ豚同種血球凝集反騰ヲ認メ

得ルカ定ツタ分類ハナシ得ナイト報音シ，1922年鳥居㈹ハ豚血清反英他動物血清ト人血毒

トノ凝集反騰ヲ行ヒ，1926年Szymamwsk1，S舳kiewicz et W鮒h1erω等ハ豚同種1血球凝

集反騰二体リ家ノ3群トシター

 第1群 血球ξ被凝集性ヲ有シ，英血清ニハ凝集繋ヲ有セズ・

 第2群 血球皇被凝集性ナク，英血清畠ハ凝集素ヲ有シ第1群ヲ凝集ス．

 第3群 血球皇被凝集性ナク，共血清ニモ凝集素ヲ有セズ．

 熱シテ第1群ノ被凝集性物質ヲAトシ之昌封膳スル第2群申ノ凝集素ヲA山1－Aトナシ

之八人血球中A型デノミ吸着セラレB型及O型人血球皇テハ吸着サレテイガラ豚血球中ノ

A物質ト人血球中ノA物質トノ性質ハ同一カ類似ノモノグト想像シダ．1928年青囲㈹ハ涙

液反共他諸種1誰膣液ノ豚血球及他種動物血球二対スル異種血球凝集素二裁テ報告シー929年

宮崎伽ハ豚血清ノ各型人血球二勤スル凝集便ヲ調べ家ノ3種二匿別シ得ルト報告シダ．

 1，A及A遍型人血球二著シク高イモノ．

 2．0及B型人血球二高イ毛ノ．

 3．各型人血球皇勤シ弱ク同程度ノモノ．

 然シテ人同種血球凝集素α二似タ異種血球凝集繋〆ヲ少数昌於テハρ畠似クβ’ヲ有スル

                  【研】
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モノガ豚血清中二有ル事ヲ報告シク．

 弐二上遣（ηハ諸種動物血清ヲ各型人血球畠封スル凝集使ノ差昌依ヅテ犬誰5種トナシ豚

血清二親テハ家ノ4種ヲ分類シダ．

 1．各型人血球二略等シイ凝集償ヲ示スモノ．

 2．A凝集原ヲ有スル人血球昌特呈高イモノ・

 3．B凝集原ヲ有スル人血球二高イモノー

 4A及B凝集原ヲ有スル人血球畠高ク他二低イモノ．

 茨；1931年水仙ハ豚80頭身就テ同種血球凝集反騰二体ツチ大騒昌於テ次ノ2群トシ，

 1．血球二被凝集性ヲ有シ，血清二凝集素ナキモノ．

 2．血球二被凝集性ナク，血清二第1群豚血球二対膳スル凝集素ヲ有スルモノ．

 豚同種血球凝集反騰二於テハ凝集原ト之二対膳スル凝集素トハ各々1種デアルトシタ．同

時二豚血清ノ各型人血球二対スル凝集慎二体ヅテ上道氏ノ分類セル4種ノ他二，

 5．O及B型血球二勤シA型血球二対スルヨリモ梢高イ凝集償ヲ示スモノ．

 ヲ人レテ5種トシタ．水谷g）氏モ同様二報告シテヰル．水㈹氏ハ叉一A型豚血清ハー般二

各型人血球二対シ略一様ノ凝集憤ヲ示シ之二反シ0型豚血清ハ凡テAレヅエペトール」ヲ

有スル人血球ニノミ著シク高イ凝集慣ヲ示シ叉少数二於テハ，B型人血球二毛高イ凝集便ヲ

示スモノアル事ヲ報告シ，豚血清中ノ人血球二対スル型特異性凝集素ヲ人血球吸着試験二体

ツチ次ノ3群二分類シダ．

 1、人血球Aレツエプトール」二対スル型特異性異種血球凝集素ヲ有スルモノ．

 2．人血球遇レツエプトール」二割スル型特異性異種血球凝集素ヲ有スルモノ．

’3．人血球A及Bレツエプトール」二対スル型特異性異種血球凝集素ヲ併有スルモノ．

 英他豚ノ血液型二關シテBerc・y（星1〕；Schormeポ2量j，K．yser u．K肌mpffer；D6h．mam

T職；Ka・mp∬erω〕ハ豚血液ヲん，O。，O風ノ3群昌別チ，豚血液型ノ遺億二關シテハ

Sπ∫mamwski et Wach1eポ25〕；Ka㎝pHerノ研究ガアル．叉K肌zkowsky㈹ハ羊血液型

ノ遺憾二就テ研究シ豚血液型遺偉ト同様ノ結果ヲ得タ・K・・mpff・・‘里nハ共後（A一α，B一β）

テルニ釣ノ凝集原，凝集素ヲ認メ，0碓，α，Oβ，騎，Aβ，A。，股，B。，A遇。ノ9群ノ

外二副群トシテA蜆，A咋，Bβ，B畔，A股，A邸，A正；印ノ7群ノ存在ヲ報告シテ居ル．条

等モ以上ノ諸鮎二就キ抑カ實験ヲ試ミグ．

第2章 豚 血 液 型

 先ヅ豚血液型ヲ定ムル爲同種血球凝集反騰ヲナシタ．

 實験材料費験二使用スル豚血液ハ凡テ之ヲ屠殺場ヨリ當日ノモノヲ得タ、一方二杓鵜酸曹達ヲ加ヘタ

生理的食麗水ヲ人レタ試験管ト他方二全然何モ人レナイ稽太イ試験管トヲニツ宛用意ツ，前者ヨリハ略1

％血球浮游液ヲ作リ後者ヨリハ2－3時間放置シ血清ノ分離スルヲ待ツチ上清ヲ遠心シテ血清ヲ作…ツタ．

 實験方法 凝集反懸ハ連頼ホール嚇干上二「ピペット」デ血清ヲ2滴宛滴下シテ置ク方ガ皮ク1滴デハ30

分後二既二下二血球ト共二沈澱シテ了フ事ガアル．其所二1％血球浮涛液ヲ1滴宛滴下混和シ30分後二凝

                  【邸】
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集反躍ヲ検査シダ．

比ノ時豚同種血球凝集反懸二於テハ人血液二比シ極メテ窮程度ノモノガ有ツチ時二違饅賦凝集現象ト厚

別スル爲顕微鏡下二橡シ叉自家及1同種塞性血球凝集反躍ヲ防グ爲二反懸湿度ハ20℃以上二保ツ事トシタ．

叉可及的多数ノ例二就テ楡スル檬血清ノ方ハα5％ノ割二石炭酸ヲ人レテ氷室二保存シ2週間ハ比ヲ使用

シダ，

 貿験成績 総数100頭ノ豚二親テ行ツタガ結果ハ第1表乃至第3表二示シダ．之等ヲ観察

       第1表 豚血液同種血球凝．集反

ぶ 1一 11415 ］242526

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1o 11 i213 16 17 18 19 20 21 22 23 2フ 29 30 31 32 33 34 35 3637 3
I

1
■ ‘ ■ 一 ‘ ・ 一 一

2 一 ． ■ ■ 一 一 一 一
3
■ 一 ■ 一 ‘ ’ 一 ・

4 ■ 一 ・ 一 ‘ ‘ ・ ，
5 ‘ ‘ ・ ■ ■ ・ ・ 一
6
一 一 ・ 一 i ・ ， 一
7
一 □ 一 ‘ ・ ■ 6 ■
8 ・ 一 ・ ■ 一 ・ 一 一
9 一 一 十 ‘ 十

十 十 一 一 一 i 一 十 一
10
植 ・ 十 一 十 十 十 一 一 ・ ■ ‘ 十 一

11
■ ‘ 十 一 十 十 十 一 一 ■ 一 一 十 一
12 一 ■ 十 ・ 十 十 十 ・ 一 一 一 一 十 ・
13 一 ・ ‘ i ・ ・ 一 ， 一 一 ‘ 一 一 一
14 ’ 一 十 一 十 十 十 ’ ■ ・ ■ ■ 十 一
15 一 一 十 一 十 十 十 一 一 一 ■ 一 十 一 一 ・
16 ・ ■ 十 ・ 十 十 十 一 ｝ ■ ‘ 一 十 ・ ・ 一
17 一 ’ 一 ‘ ‘ ’ ‘ ・ ・ 一 一 一 ・ ■ 一 一 一 一 一 ■ 一 一

18 一 一 一 ・ ■ 一 ■ 一 ・ 一 一 一 一 一 一 一 ・ ・ 一 一 一 ・
19 ・ 一 ・ 一 ‘ ・ 一 一 ・ ． ・ 一 ・ 一 一 一 一 一 ■ 一 一 一

20 ■ ・ ・ ‘ ■ ・ ｝ ・ i ■ 一 一 ‘ 一 一 一 一 十 十 一 ・ 十

21 ■ ・ 十 一 十 十 十 一 一 ・ 一 一 十 一 ■ ・ 一 十 十 ■ 一 十

22 一 ・ ・ ‘ 一 ・ ・ ■ ・ 一 i 一 ・ 一 一 ・ ■ ・ ・ 一 一 ’
23 ‘ 一 十 ． 十 ・ 十 一 ■ ‘ 一 一 ÷ ■ ・ ・ 一 十 十 一 ・ 十 一 一 一

24 一 一一十 一 十 一
十 ■ 一 ， ■ ■ 十 一 ■ 一 □ 十 十 一 一 十 一 一 ■

25 一 ・ 十 ・ 十 ， 十 ■ 一 ・ 一 ・ 十 一 一 ・ 一 十 十 一 一 十 一 一 ■

26 一 一 一 ‘ ‘ 一 一 ■ ・ 一 一 ■ 一 一 一 一 ‘ 一 ■ ■ 一 ’ ■ ■ ‘

27 ． 十 ■ ■ 一 一 一 i 一 ‘ 一 一 十 一 一 ． ・ ・ 一 ・ 十 一 ‘
十 ‘

28 一 十 一 一 ， 一 ・ 十 ・ ・ ・ ・ 十 一 ‘ ・ ■ 一 一 ■
十 ‘ 一 十 ■

29 ・ ■ ・ ・ 一 ‘ 一 一 一 ■ ・一 ・ 一 一 一 ・ 一 ・ ■ 一 口 一 ・ 一 ‘

30 ， ・ 一 i ■ 一 一 ． ‘ ・ ・ 一 一 一 一 ■ ‘ ’ ・ ・ ■ ■ ’ 一 一
31 一 ， 一 一 ・ 一 一 一 ・ 一 一 一 ■ 一 一 ・ 一 一 ■ 一 ・ 口 ■ ・ ‘ 一 ■ ■ ・ 一 一

32 ・ 十 ・ 一 一 ・ ■ 十 一 i ・ 一 ・ 一 一 一 一 一 一 一 十 ・ ・ 十 ■ 十 ■ 十 一 ■ 十
33 一 ‘ 一 ‘ 一 一 一 ‘ 一 一 一 一 一 ・ 一 一 一 一 ■ 一 一 ・ ・ ・ ■ ・ 一 ・ 一 一 一

34 ， 十 一 ■ ‘ 一 一 十 ・ ． 一 ・ 十 ■ ■ ・ 一 一 ‘ ， 十 一 ・ 十 ・
十 一 十 一 ■ 十

35 ＾ 十 ｝ 一 ‘ ‘ ・ 十 一 ． 一 ‘ 十 一 一 ・ ’ ・ 一 ■ 十 一 一 十 一
十 ■ 十 一 一 十

36 ・ ‘ 一 ・ ， 一 一 ・ ・ 一 一 ・ ’ 一 一 一 一 ・ 一 一 ■ 一 ‘ 一 一 ‘ ■ 一 ■ 一 ・

37
■ ・ ‘ 一 一 ・ 一 ‘ ‘ ・ ■ 一 一 ‘ ■ ‘ 一 i ’ ・ ・ 一 一 ｝ 一 ・ 一 一 ・ ’ 一 一 一

38
・ 十 一・ ・ ｝ ■ 一 ■ ． ・ 一 ・ 十 一 一 ‘ ・ ・ 一 一

十 一 ■ 一 一 十 ■ 一 ・ 一 ・ ■ 一
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シテ見ルト大騒昌於テ家ノ3群；分ケ得ル．

第1群、血球主被凝集性ヲ有シ，血清呈凝集素ナシ．A。

第2群血球；被凝集性ナク，血清二第1群豚血球ヲ凝集スル凝集素ヲ有ス．騎

第3群血球阜被凝集性ナク，血清二毛凝集素ヲ有セズ．O。

然シテ各々ノ百分率ハ，第1群45匹（45％），第2群36I匹（36％），第3群19匹（19％）ドナ

第 2 表 豚同種血球凝集反騰
口調  ■4849

@1

I

39 40 41 42 44 46 47 50
1

43 45 51 52 5354 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 6566 67 68 6970 7172 73 74 75 76

39 ． 十 ■
40 ・ 一 一
4工
■ 十 一

42
・ 一 ■ 一 ■ 一 一 一 一 ・
43
． 一 一 十 ・ 十 一 ・ ・一 ・
44
口 一 一 一 ■ 一 ・ 一 一 ・
45
・ 一 ・ 十 ‘ 十 一 ・ ・ ・

里6
一 i ・ 十 一 十 一 ‘ 6 一
47
・ ■ 一 ・一 ・ 一 一 ■ ・ ．

48
■ 口 一 十 一 十 一 一 一 ・

49
■ 一 ・ 十 一 十 一 ・ 一 一 一 一 一 一 ‘ 十 十

50
一 一 ■ 十 ■ 十 ． ・ □ 一 一 一 一 一 一 十 十

51
■ ・ ・ 、 一 一 一 一 ■ ・ 一 一 ■ 一 一 一 一
52
・ 一 一 一 ‘ 一 ・ ・ ・ ■ 一 一 一 口 一 一 一

53
一 ・ 一 ・ ■ 一 ■ 一 ・ 一 一 一 一 ・ 一 ・ ・

54
一 一 一 ■ 一 一 一 一 一 ・ 一 ・ 一 一 一 一 一
55
一 一 ■ 一 一 一 ． 一 ・ 一 ・ 一 ■ ■ 一 一 ・
56

一 一 一 ・ ・ ・ ・ ・ ■ ■ 一 一 一 十 十

57
一 一 ・ 一 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一 十 十

58 ・ 一 ・ 一 ・ 一 ・ 一 一 一 ・ 一 一 ‘ ・

59 ・ ． ・ 一 一 一 一 一 一 ・ 一 一 一 ■ 一

60
一 一 ・ ・ 一 一 ． 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ｝ 一 一 一 ＾

61
■ ・ 一 一 一 一 ・ 一 ・ 一 ・ 一 一 ． 一 一 ■ 一 一 ・ ■ ・ 一

62
一 一 一 一 ・ 一 一 一 ． 一 ■ ・ ■ ■ 一 ■ ・ ・ 一 一 一 ・ 一

63 ． ■ 一 一 一 ■ 一 o ‘ ｝ ■ ，一 一 ・ 一 一 ． ・ 一 一 ・ ■ ・
64 一 一 一 ・ ■ 一 一 一 一 一 ・ 一 一 一 一 ■ 十 十 一 一 十 ■ 十

65 ・ ■ 一 一 ・ ■ 一 一 ■ ・ ■ 一 一 ・ ・ 一 一 一 ・ 一 ■ ・ ‘
66 一 ＾ 一 一 馬 ■ 一 一 一 ■ ・ ・ 一 一 ■ 一 一 一 一 ■ 一 一 一
67

・ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ‘ ・ 一 一 ‘ 一 一 一 一 一 ， 一

68
■ 一 一 一 ‘ ■ 一 一 ■ 一 一 一 ・ ・

69
一 一 一 一 一 一 ■ 一 一 一 ■ ・ 一 ■

70
一 ■ 一 一 ・ 一 一 一 一 ■ ・ ■ 一 十

71
一 ■ ■ 一 一 一 一 一 一 ■ 一 一 一 十

72
一 ‘ 一 ■ ． 一 一 一 ’ ・ 一 ■ 一 十

73
一 ’ 一 一 一 ■ 一 一 ・ ｝ ・ ． 一 6

74 一十 十 一 ・ 十 一 一 ｝ 一 一 一 ■ 十 ・ ・ 十

75
一 一 ■ 一 ・ 一 一 一 一 ｝ ・ 一 一 十 ■ 一 十

76
一 ． 一 ｝ 一 一 一 一 一 一 ■ 一 一 一 一 一 一
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第3表 豚同種血球凝集反騰

x 77 78 79 80 81 82 83 84  ＝8586 87 88 89 90 9192 9394 95 96 97 98 99 1oo
＾’ L ■

o ■

77
一 一 一

78 一 一 ・
79
■ 十 ・
80
・ ・ ■ 一

十 十 一 ■ 一 十 十

81
・ ・ 一 ■ ・ 一 一 ‘ 一 一 ‘
82
一 ・ ・ ｝ ・ 口 一 ■ ・ ■ ・
83
一 一 一 ・ 十 十 ・ 一 ・ 十 十

84
・ 十 一 ‘ 十 十 ． 一 一 十 十

85
‘ 十 一 一 十 十 一 一 ． 十 十

86
一 一 口 一 一 一 一 一 一 一 ’

87
一 一 ■ ・ ■ ‘ ・ 一 ・ 一 一
88
一 ・ ． ■ ■ 一 一 一 一 一 一 ・ ｝ ・ 十一 一十
89
一 ■ 一 一 一 一 ■ 一 ■ 一 一 一 一 ・ 十一 十十
90
一 一 ‘ 一 一 ■ 一 一 i ■ 、 一 一 一     一

一 一     一

91
一 ■ 一 一 ■ ’ 一 一 一 一 一 一 ■

一     ■

■
・     ■

92
一 一 ｝ 一 ・ ‘ ・ 一 ・ 一 一 一 一 一 十十
93
・ ・ 一 ・ ■ ． 一 ・ ‘ 一 ・ ■ ■ ・’i ｝

一    一

94
一 一 ‘ ■ ‘ ‘ 一 一 一 一 i 一 ｝ ‘    一 一 一    一
95 一    一 一     一 一 ■ 一 ・ 一 一
96 一   一 一    ・ 十 ・ 一 ‘ 一 十

97 一 一 一     ■ 十 ・ ． 一 ・ 十

98 一 一 一     一

一 ・ 一 一 ・ 一
99 一    ・ 一     一 十 ■ 一 一 一 十

100 一    一 ■     ■ ■     一 一 一 一 一

ル．条等ノ成績ハS・yman・w・ki比等トー致スルガ歴々第I表乃至第3表二見ル姉ク，第2

群昌歴シナガラ第1群ノアルモノヲ凝集シナイ場合ガアル．叉第3表ノ終頃ハ夏期二近ク第

2群ノ豚血清デモ凝集素ガ破壊サレ易ク藪日後二銃二第i群豚血球ヲ凝集シナクナルモノガ

アル．

                第1節 凝  集  慣

 豚同種血球凝集反騰ハ極メテ微弱タガ凝集憤ヲ測定シテ見タ．

 實験方法凝集反躍ヲ超ツタ豚血清ヲ麹降的二稀穣ツ「ピベツト」デ2滴宛連綬ホール硝子上二滴下シ章

二第工群豚血球ノI％食麗水浮瀦液ヲ滴下混和シ30分後二凝集反躍ヲ櫛ツタ．強弱程度ノ記載ハ榊ハ彊陽

性・甘ハ中等陽性1・十八徴弱陽性，土ハ願微鏡的場牲ノそノトシタ1

 責験成績第4表二示ス鋼ク，血清原液デ陽性ノ程度ヨリ8倍迄デ16倍デ陽性ノモノハ見

出シ得ナカヅタ．条等ノ検シダ例ハ表以外皇多数アルガ平均4傍位ノモノガー番多イ．

 叉季節昌モ關係シ4月頃ノモノハ張ク7月頃ノバ原液乃至2偶稀稗血清迄反騰陽性ノモノ

ガ最多ヲ古メテヰル．
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第4表豚同種血球凝集素ノ凝集慣

誰
        No．5

      1 2 4 8 16

 No．9 ＋＋→一一一
 1No・10    ＋＋  →一  口  ・

 No．11  什 什 十 一

 NΩ．12  仲 十十 十 一

1，NP6、、、、、N17、、、

十 一 一      そ十 什 十 一

十 一 一      什 什 十 一

十 一 ■      拙 什 什 十

十 士 一      冊 什 什 十

へ鰯  ・影   ・軌…   帆・・
血讐ぺ・・・・・… ■TT玉一・・・…
｝一0．32    ＋＋  →←  一            十年  十十  一ト            十十  →一  一  ・  一

N’o．34     一ト  一  一            十十  一ト  ■             十・1・ →ト  一  一  一

No．35    ＋＋  一ト      一  一    十十  十十  一ト  一  ・一    十十  十  一  一  一

ぺ襲灘 ・用   ・軌…   帆・・
噂ぺ… ’τ・・丁π一’τT⊥「丁■｛・1・

No．49   ・トト ・甘 十 一  ・   什 十  十  一  一   什 十 一  一  一

No．50    ＋＋  ＋＋  →ト  一  一    十÷  →一  一ト  一  一    一ト  一  ロ  一一  一

               第2節凝集素ノ性質

              第1項 凝集素ノ吸着試験

 吸着材料 吸着二使用シダ血球ハ，豚血球第1群及第2群，人血球O型，A型，皿型，英ノ他馬，山

羊，家兎，鶏等ヲ便ツタ．血球ハ生理的食麗水デ数回流瀦シダ．血清ハ第2群ノ凝集棄ヲ有スル血清デ比

較的第1群豚血球二対シテ，凝集腰高キモノヲ使用シダ．

 吸着方法 前記第2群豚血1清二前記各種ノ沈澱血球ヲ等重混和シ室温放置2時嗣後二遠心上清ヲトリ，

第工群豚血球ヲ作用サセ・凝集反態ヲ吸着前ノモノト比較シダ・               ．

 實験成績 吸着後ハ第1群豚血球及人A型及AB型血球デ産直シタモノ・ミガ凝集反騰

陰性トナリ他ハ全部陽性ヂアツタ．印チ豚同種血球凝集素ハ豚第1群ノ血球ノミナラズ人A

型血球二体ツテモ吸着サレル．敬二余等モS・ymanow・ki及水氏等ノ如ク，豚第一群血球ト

人A型血球トガー部分共通シダ性質ヲ有スールト言フ事二賛成スルモノデ，豚第1群ヲ豚A

型，第2群ヲ豚0型トスル事ヲ安當ダトー暫、フ．然シテ第3群モ後述ノ各型人血球二割スル

型的差異及型特異性凝集素ヨリ見テ第2群ト回ジデアリ豚O型二入レル方ガ適営ダト思フ．

           第2項凝集原及凝集素ノ熱二対スル抵抗

 凝集原ノ熟二対スル抵抗ハ，豚A型血球ヲ煮沸シタモノデ豚O型血清ヲ吸着シテ見ルト

共ノ上血清ハ豚A型血球二対シ凝集反騰ヲ呈セズ．印チ耐熱性ノモノデアル．

 凝集素ノ熱二対スル抵抗ハ，豚O型第2群血清ヲ温浴中ニテ56℃，60℃，65．C，68℃各

々30分間加温後，豚A型血球及人血球二作用サセテ見ター60℃30分間加温デハ豚A型ノ何

                   【硯】



各型豚血液固ノ人血液二割スル差異 艶t

レニ封シテ毛凝集反騰陽性トナル．65℃30分間加温デハ豚A型ノ内カロ温前凝集カノ弱イモ

ノ昌ハ陰性トナリ強イモノデハ陽性トナル．68℃30分間加熱スレバ全部陰性トナリ稀二人血

球一反騰陽性ノモノガアル．要スル三68℃30分間カロ温ニヨツテ豚同種血球凝集素ハ完全昌

破壊サレ人血球皇勤スル異種血球凝集素モ非常阜弱クナヅテヰル．

             第3項 凝集素ノ保存上ノ抵抗

 豚第2群血清昌0．5％ノ割二石炭酸ヲ人レ臭ク混和シ「アンプレ」二密封シ氷室内二保存ス

レバ3ク’月間ハ狗同種血球凝集素ヲ含有シテヰタ．「アンプレ」二入レナイデ氷室内保存ノミ

デハ季節ニモ關係シ4，5月頃ハ2乃至3週間ハ凝集カア1！ド夏期皇ハ】週間デ銃三凝集カ

ラ＝条フモノガ多イ．

第3章 各型豚血清ノ人血球＝。謝スル型的峯異

      及型特異性凝集素ノ差異

 豚血清ガ人血球ノ各型二体ツチ型特異的ナ差異ヲ示スモノガ有ル事ハ1925年Dδlt町工10，ガ

認メー般二人血球Aレツエプトール」二対ス型特異性異種血球凝集素ヲ認メル事ガ多イド述

ベテヰル．

 次デ宮崎及士道，水氏等ガ之ヲ研シ凝集使ノ各型人血球二対スル差異二体ヅテ宮崎氏ガ3

種二上道民ハ4種二水氏ガ5種二分類シダ事ハ緒言二示ス如クデアル．

 弐二豚血清ヲ各型人血球デ吸着ヲナシ，各型人血球二対スル型特異性凝集素ヲ検シダモノ

ニハ宮崎，上道，及水㈹比等ノ報告ガアル．宮崎氏八大鎧家ノ3種二分類シテヰル．

 1）α’ノミ叉ハ儀二μヲ併有スルモノ。

 2）β’ノミ叉ハ健二〆ヲ併有スルモノ．

 3）何者ノ何レモ有シナイモノ．

 水氏ハ次ノ3種二分類シテヰル事ハ緒言ニモ示ス所デアル．

 1）人血球ノAレツエプトール」二対スル型特異性異種血球凝集素ヲ有スルモノ・

 2）人血球ノBレヅエプトール」二対スル型特異性異種血球凝集素ヲ有スルモノ．

 3）人血球ノA及Bレツエプトール」二勤スル型特異性異種血球凝集素ヲ併有スルモノ．

 条等そ豚血液ノ型，型的差異及型特異性異種血球凝集素等ノ間二如何ナル開係ガ存スルカ

ヲ調ベテ見夕．

 實験方法 豚A型及O型ノ各血清ヲ選降的二稀騨シ各型人血球二対スル凝集債ヲ測定シダ．

 責験績成30例宛ヲA型豚血清ハ第5表二〇型豚血清ノ方ハ第6表呈示シダ．印チA型

豚血清ノ凝集慣ハー般二低ク大別スレバ第7表二示ス如ク4型トナル．

 1．各型人血球二平等ノ凝集憤ヲ示スそノ（30例中22例）．

、2．A及遍及AB型人血球二対シ0型ヨリモ凝集慣高イモノ（30例中4例）．

 3．Bレツエプトール」ヲ有スル人血球二凝集慣高イモノ（3C例中2例）．

 40及E及AB型二高イ凝集慣ヲ示スモノ（30例中2例）．

                  〔63】
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第5表豚A型血清ノ人血球昌封

    スル凝集債

O A B・ AB

9 20 ．20 20 20

1o 10 10 10 10

11 10 1O 10 1O

12 40 40 40 40

14 1 1 1 1

15 ユ5 工5 15 15

工6 15 30 30 30

20 40 40 40 40

21 10 工5 20 15

23 60 30 60 40

24 40 40 40 40

25 5 5 5 5

27 1O 30 30 30

28 10 10 10 10

32 5 5 5 5

34 5 5 5 5

35 40 40 40 40

38 5 5 5 5

39 5 5 5 5

4工 5 1 5 5

43 80 80 80 80

45 30 30 30 30

46 15 15 15 15

48 5 15 40 40

49 1 1 1O 5

50 1 ユ 1 1

56 1 1 1 1

57 10 20 20 20

64 5 5 5 5

70 80 80 80 80

第6表豚O型血清ノ人血球昌勤

    スル凝集債

人血球

血 0 A B AB
清番張

3 5 40 5 40

5 5 60 5 60

6 15 80 15 80

7 10 120 10 120

13 30 80 60 80

18 15 120 30 80

19 15 80 15 80

22 15 120 15 80

26 1O ユ20 1O 120

29 10 30 30 30

31 5 80 40 80

33 5 80 5 80

35 1 20 1 20

40 1 60 1 40

42 20 160 20 160

44 30 80 30 80

54 1 40 1 40

55 1 40 1 40

58 5 60 40 60

59 20 60 20 60

6工 10 120 10 120

62 5 120 5 80

65 5 60 60 60

67 10 120 10 120

73 10 40 工O 40

76 1 20 工 20

81 5 80 5 80

82 10 80 10 80

86 20 320  ■ 20 320

87 20 320 20 320

 茨二0型豚血清ノ各型人血球二封スル凝集憤ハー般二Aレツヱブトール」ヲ有スル人血球

二著シク商イモノ多ク第8表二示ス如ク犬麗2型トナル．

 1．Aレヅヱプトール」ヲ有スル人血球二凝集便著シク高イモノ（30例中25例）．

2．A及B及AB型二封シテO型人血球ヨリモ高イ凝集憤ヲ示ス毛ノ（30例中5例）．

 斯ノ如ク豚血液ノ型二依ツテ各型人血球二勤スル凝集慎ノ間二差異ガ有ルガ豚血液各型呈

共通ト思ハ1！ル第2型帥チA及B及AB型二封シテ0型人血球ヨリモ高イ凝集憤ヲ示スモ

ノ．ヲ共通ノモノトスレバ豚血清一般二就テハ水氏ノ如ク5型トナル．

 茨昌各型豚血清ノ各型人血球二封スル型特異性異種血球凝集素ヲ知ル爲吸着試験ヲ行ツ

ク．

                 【制一】
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第 7 表  豚A型血清ノ人血球二対スル凝集使ノ型

豚血清稀緯度豚血清 人血球

1510152030406080
O 糾什什十十一一一口
ム

拙什丹十十一一口一No．9
B

柑甘朴十十一一一一
＾B

冊什什十十一一一一
0 什料十十一一一一一
A 柑拙甘壮十十一一一No．ユ6
遍

鼎柵什甘十十一一一
A遍

冊冊什甘十十一一一
O 十一一一一一一一一A 十一一一一一一一一Nα49
遅

甘什十一一一一一一
AB 什十一一一一一一一
O 甘十一一一一一一一
A
十一一一一一一一一No．41

lB

甘十一一一一一一一AB 什十一一一一一一一
第 8 表  豚0型血清ノ人血球二勤スル凝集憤ノ型

豚血清稀麗度豚血清 人血球
1    5    10    15   20   30   40   60   80

O 什十一一一一一一一A 朴柵科料十十十一一No．3
R 甘十一一一一一一■一
AB 糾冊什十十十十十一一
O 什十一一一一一一一A 俗冊州什什十十十一No．58
E

冊冊什什十十十・一AB 冊拙拙什什十十十一
責験方法 各型豚血清二各型人血球ヲ各々等蟄宛混和シ室温放置3時間ニシテ遠心シ上蒲二各型人血球

ヲ作用サセ吸着前ノ凝集贋ト比較シダ．

質験成績A型豚血清ノ各型人血球二体ル吸着試験ハ第g表呈示シダ如クNo．9，No．10，

No．H，二於テハ人血球二対シ型特異性異種血球凝集素ヲ有セズ．No．12，No．25き於テハ

BレツエプトルJ二勤スル型特異性異種血球凝集素，印チ人同種血球凝集素β；似夕β’ヲ

       【65】
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有シテヰル．No24昌於テハBレツエブト｝ルJ．呂封スルμト少量ノAレツエブトール」畠

勤スル型特異性異種血球凝集素〆トヲ併有シテヰル．要スルニA型豚血清ニハ人血球二対

スル型特異性異種卓球凝集素デ分類スレバ，O型，β’型，α’β’型ノ3型ガアル・

第9表 豚A型血清ノ各型人血球呈コル吸着試験

豚血清番蹴

慶

人血球

 2

 4

 8

16

32

64

128

豚血清番號

慶   直

人血球

No・9 （A型）

鑓釧

0 A B

0ニテ
吸着

O A B

Aニテ
吸着

0 A B

皿ニテ1
吸着；

O ム B

N・・10（A型〕

僻

せ

十

十

榊

什

十

十

耕一

寸。1

十

一1

1一

慶置前

A

仲仕

十

十

1
■

十

十

B

什

十

十

○ニテ
嚇着

O A 「

「

Aニテ
吸着

O

」

A

Bニテ
吸着

O A

J

B

No．11 （A型〕

慶直前 ○ニテ
吸着
Aニテ
吸着
Bニテ
吸着

N・．12（＾型〕

慶直前
○ニテ
吸着
拓テ1 Bニテ
吸着

人血球 I 1
血清 O A B 0 A A 遍 O A 扇 0 A B O A B 0 ＾ B OA
稀縄度

il

2 叫 什1甘 1

一 一1一 一 ■ 一 ‘ 一 一
冊冊1■ 十一B ，I

糾■

1

4 1＋ 十十 ・ ・ ・ ■ 1 ． 一 口 ・I付
・．一片 一

什；

8 十 十一 一1一 一 一 一 一 一 ‘ ・ 料什甘 一 一1什 ・ 一I
1‘ ＿「 ■   ！■

一！一＿一 k ■
＿！

ﾛ ■ ＿1
一

16

32

64

128

1
一1

1‘

豚血清番鏡

慶

   人血球
血清

 稀騨度
2

4

8

16

32

64

128

No．24 〔A型〕

慶直前

A

冊1榊

什、什

料叫

十1＋

＋1＋

」一

遍

冊

什

什

十

十

農暮テ！縞テ1

O
。1週一。

〔

」榊1什

十十十

十一¥1
一。！

」十．

A B

＿1

］

十十

伸

十

十

Bニテ
吸着

O A

十十

十

十

B

十．十十

十、十十

「1

1＋
■1＋

1一一1

一十

一十

B

N・・25（＾型）

鑓前＝叢義テ

A B O A B

＾ニテ
吸着

十＝十

十一十

十

十

O AlB

十一

。1
＿L

■1

・1
」

十

十

詰ニテ
吸着

。 A B

’1‘

匡鯛⊃
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 0型豚血清ノ各型人血球呂俵ル吸着試験ハ第10表呈示ス如クNo，1，No．2，No．3，No．5ハ

Aレヅエブトール」昌勤スル型特異性異種血球凝集素〆ヲ有シ，No．4，No．6ハA及Eレグ

エプトール」一封スル〆及μヲ併有シテヰル。要スル島0型豚血清呈ハ〆型ト〆μ型ノ．

        第10表豚0型血清ノ各型人血球ニョル吸着試験

豚血清番號 No－1（O型〕 N・一2（O型〕

虚   置 慶直前 0ニア ＾ニア 過ニア 慶直前
0ニアAニア  ；

Rニア
吸着 吸着 吸着 吸着

一■l血球一
吸着 吸着＝

血蒲 0 A lB O A B O A B O A B0 A 丑 O A 「O
llAlBO

ド
A B

稀澤度

．2
冊1什 ， ！！11 l・一一一一  一・

料榊 井 一 淵 ‘ 一 ・ 一 ’ 柑 一
そ十

一 冊 榊一一

4 十 舳 十 一 州・ 一 一 柵 ・十
 ■柑．

十 一 糾 一    ・

  」1口＝r一一州1一

@ ！ i
8 什 ■

科料1

一 ■ ‘ ・ ■ 什 料 ・ 什
一一

｡ 一一
G÷什1一 一≡

16
’ 什 ・ 一 一 一 ・ 村 コ 一 甘 ・1一

一一 v一一潤v
L32

一 十 ・ 一 十 ‘ 一 ■ 一 十 i     ・

■ 一 十
・■

E。1

ii1■一一一1＋L

64
■ 十 ’ 十 十 十・ 一 」 一 ・ ・ ‘

一    ． ‘ ■ 一一・

1 一

黶｡1■1  一

≡1
十1一

128
一 ・ 一 ・ 一 一 ‘ ・ ・ 一 ■    ・ 日1一 一 一 ．． I一

 ■一     ‘  一 ＿1＿

豚血清番饒 “3（O型〕 Nq4〔0型）

慶   置 慶直前
（）ニブ A昌ア Bニア 慶直前 ○ニア Aニア Bニア

一中」■
吸秤■ ■ 吸着 吸着
■

吸着 吸着 吸着

O A 旭 O A B 0 A B 0 A 田0 A B O A 旭 O A B O A B

2 甘柑壮 一榊 一 ・ ・ 一 一 冊
 l1一十十甘

什 ・ 料甘 ・ ・ 什 ・ 什 ・

3 十 什 十 一料 一 一 ・ 一 ・ 什 一十 十 十 ■ 十 十 一 ｝ 十 一 十 ■

8
一什 一 一 什 一 一 一 一 一 什 ・十 十 十 一 十 十 一 ■ 十 一 十 ・

16 ‘一 十 一 ’ 十 一 ・ ・ ■ 一 十 ・   ・ 一 ・ ・ ・ 一 ■ 一 ・ ・ ・ 一

32
■ 十 ・ 一 十 一 ・ ・ 一 一 十 一    一 一 一 ｝ ・ 一 ・ 一 一 一 ‘ ■

64
・ 一 一 ・ 一 一 一 ． ■ 一 ・ 一 ■ 一 ・ ・ 一 ・ 一 一 ■ 一 ・ 一

128
一 一 一 一 ・ 一 ・ ・ 一 一 一

一    ・ 一 一 ・ 一 一 一 一 ■ 一 一 ■

豚血清番盤 N。一5（O型） Nα6（O型）

慶   置 慶置前
○ニフー Aニア Bニア 慶置前 0ニア Aニア 嘔ニア
吸着 吸着 吸着 吸蕾 吸着

■
吸着

人血球
i

血清 O A 届 O A E O A B O A BO A 児 0 A B 0 A B O A 遍
稀懸度

2
州1件1 ■十冊一十 1

一冊 一 一 一 ‘ ‘ 州 一甘
拙■什

@I
 i一柵什

@，
． 甘 冊

4
一拙 ・ 一 一 一 一拙 一十 冊十 一冊十 ． 一1 什1

十1 州

8 甘 甘 什 一・ ¥ 十 什 十 十
i

口 一 一 ｝ ｝ ＾ 一 一 せ
1

16 什 什 什 朴 料一 ■ 一 一 一 一   一 一 一 一 一 一 ・ 什

32
一

十＝ 一

・ 口 十 ・ 一 ＾ ■ 一 十
一    ■ 十 ・ 一 十 一 一 一 一 一 十 ■

64 十一 十 一 一 一 一 一 一 ・ 十 ｝ 一 十 ・ 一 十一 ■ 一 一！・ ・ ・

128 一 一・?l
一     一

P 一 一 一 ｝ ｝ ■ 一 ・ ・ ・ ・ 一 一．■ ■ 一

「■1一

■ ・

【硯】



386 弁關・今村

2型ガアル．倫No，1，No．2，No．4ハ同種血球凝集反騰二於テハ第3群二麗シテヰルガ，人

血球皇封シテパ〆叉ハ〆β’型デアツテ第2群ノモノト類似シO型豚血液ノ内二入レル方ガ

適當ダトハ第2章昌モ遊ベタ如クデアル．

 然シテ豚血清全般二蹴テ見レハ・型，〆型，β’型〆β’型ノ4型ガアル．

第4車台型豚血球ノ人血清二勧スル融凝集億二就テ

 豚血液ノA型及0型ニョヅテ英ノ血球ノ間阜各型人血清皇勤スル被凝集便ガ如何ナル差

異ヲ有スルカニ就テ實験ヲ試ミタ．

 實験材料 各型人血清八個人的差異ニコル凝集贋ノ差ヲ少クズル爲細菌學教室ヨリ「ワッセルマン氏反

魔二使用セル残リノ血清ヲ分興シテ頂キ，可及的多人数ノ血清ヲ混和シ各型人血清ヲ作リ，豚血球ハ英ノ

日ノ新鮮ナモノデ，1％食麗水浮游液ヲ作リ便用シダ、

 賓験方法 各型人血橋ヲ蓮降的二稀穣シ違綾ホール禰子上二1欄宛滴下シ，豚血球1％食麗水浮游液ヲ

滴下混和シテ30分後二凝集反躍ヲ見タ．

 資験成績一部ヲ第11表及剃2表二示シダ．A型豚血球ノ被凝集慣ハ。，α，αβ，βノ順昌

高ク，O型豚血球ノ被凝集憤モ第12表二示ス如ク殆ド局ジデアル．

 要スルニ豚血球ノ人血清二対スル被凝集慣ハ豚血液ノ型ニハ無關係二一般二豚A型血球

ノ方ガ少シ被凝集債高ク，人A鴉型ノ血清二最モ低クβ二最モ高イ．

  第11表 豚A型血球ノ各型人血清    一 第12表 豚0型血球ノ各型人血清

     二対スル被凝集便             二対スル被凝集債

各型人並濡
α

β αβ A1B ■

豚血球番號一                     一   ‘       」          一 ■ ＾ ⊥

一  ■   止 一   □ 旧 一  ■ ■  ■ 一      ‘ ’ ■ ■ I

46 32 32 64 16

48 32 32 硯 16

49 32 128 32 16

50 32 128 32 16

56 16 32 32 16

57 16 32 32 8

64 32 32 32 16

70 32 硝 16 16

71 32 32 32 16

72 32 64 32 32
一             一          ■

平 均 値 28£ 57，6 36．8 16氾

各型人血清
竈

β ・β AB．

一 一
L     一

60 16 16 16 8

61 16 16 32 8

62 16 16 32 16

63 ユ6 16 32 8

65 32 32 32 16

66 16 32 32 16

67 16 32 32 16

68 32 128 32 16

69 32 128 32 32

73 32 64 32 32
■ ■  一  一

苧均値2Z・・8・01舳・6£

第5章 各型豚血涛ノ各型人血球二鉗スル凝集慣

先冒第3章二於テ述ベタ如ク豚A型ノ血清ハ各型人血球二略平等ノ凝集憤ヲ示スモノ多

ク豚0型ノ血清ハAレツヱプトrル」ヲ有スル人血球二高イ擬集償ヲ示スモノガ多イノヲ見
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タガ此ノ各型血球ヲ夫々多数作用サセ凝集慎二如何ナル差異ヲ示スカラ實験シダ．

實験方法 豚血清ヲ避降的二稀羅シ，各型人血球ノ略1％食麗水浮游液デ凝集贋ヲ測定シダ．

 費験成績豚A型血清二於テハ各型人血球二凝集債略等シク冬型ノ個人的被凝集償二著

明ナ差ヲ見出シ得ナカヅタ・豚O型血清八人血球ノAレヅエプトール」ヲ有スルモノニ凝集

憤高ク1例ヲ示セパ，No．33血清皇於テ凝血憤八人A型血球26例二対シ14－28，B型13例

島4－6，AB型7例二対シ32－1280型人血球17例二2－64トナツテヰル．特二0型人血

球ノ被凝集優ハー般二低ク2ガ普通デ64ガ2例有ツタ事ハ興味アル事デアル．

        第6章冬型豚血液ノ異種血球凝集皮膜

 豚A型及0型血清二山羊，燐子，海渥，鶏，鳩，家兎，牛，馬等ノ血球ヲ作用サセ凝集

｛貢ヲ汲吐定シク．

 第13表及剃4表二示ス姉ク豚血液ノ型ニヨツテ血清ノ各種動物血球二対スル異種血球凝集

素慎二差異ハナク，特二余等ノ調査セル20例申ニハ何レノ生血球二対シテモ異種血球凝集素

ヲ有シナカヅタ．

 茨二豚血液ノ型二關係ナク，共血球ノ被凝集慣ハ馬血清二40－80，生血清二2－12，家兎

血清ニハ4－64デアリ，鰻血清ニハ凝集サレテカッタ．

  第13表A型豚血清ノ各種動物       第14表O型豚血清ノ各種動物

    血球二対スル凝集慣             血球二対スル凝集償

濠1、

山羊

確乎

海瞑
鶏

鳩

家兎
牛

馬

1・ 128 ㌫
山芋

維子

海瞑
鶏

鳩

家兎
牛

馬

・1・1・・1・・i側1…

第7軍 豚血液型ト豚同種．血球溶血圧躍1

 水㈹氏ハー般二同種血球凝集反騰二於ケル豚O型血清ハ豚A型血球ヲ溶血スルガ，必シ

モー致シナイ様ナ側モ有ルト報告シ，家デ水谷t川氏ハー般二一致スルト述ベテヰル．

 条等モ此ノ鱒二留意シ，豚同種血球凝集反騰ト豚同種血球溶血圧膳トノ間二如何ナル關係

ガ有ルカラ知ラントシタ．

實験材料 先二第2章デ遊ベタ如ク先ヅ同種血球凝集反躍ヲナシ次二同種血球溶血圧懸ヲ行ツタ．然シ
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テ同種溶血棄ハ破壊サレ易ク2目目デハ減弱スル爲凡テ英ノ目ノモノヲ使用シ入

 豚血清 凡テ非働一性トシタ，

 豚血球 生理的食麗水ニテ数回流瀧シ沈澱血球ヨリ2．5％生理的食聖水浮游液ヲ作ツタ．

補題 数頭ノ海硬新鮮血清ヲ混和シ1O倍稀麗液ヲ使用シダ．

 實験方法 以上ノ豚血清0．5㏄。2．5％血球浮游液0．5㏄，楠彊海獲血清10借稀澤液O・5㏄宛混和ツ37℃ノ

瞬卵器二2時間置キ後反懸ヲ極査ツタ．溶血便ノ測定ニハ溶血ヲ超シダ豚血漬ヲ稀騨シ各々0・5㏄，豚血

球2－5％食聖水浮游液α5cc，海獲補髄α5㏄ヲ混和シ3アCノ艀卵器二2蒔間入レタ後反躍1ヲ見タガ溶血度

ノ記載ハ冊ハ完全溶血，冊ハ強陽1性，科ハ中等度陽曲十八弱陽性ノモノトス．

費験成績第15表二示ス姉ク大縫二於テ3群三分類シ得ル．

               第15表 豚同種溶血反騰

ぺ清 39 404工 42 43例45 4647 48 4950 5152 53 54 5560 61 62 63 64 65 66 67
血球＼

39 一「十

40
■ 一 ｝ 1

1

．41 ・ 十 一 L42
I

， ■  ＾ ‘ ，I一

蝿 十 ■ 十一 一

1一  ・

44
lL！1

‘一 一 一一
45 十 十一・ 一 ■口
46

i

一 ・ 一＾ ・ ・一
47

5

一 ‘ ，   一 一 一一C
48 十 ■ 十一 ■

一一

e
49

■ ■ 一 一 一 十 ■

50
・ ・ 一 ・ ．

十1十

51
・ 一 一 一 一 一 ■

52
一 一 一 ■ ■ 一

53
一 一 一 ・ 一「 ・

54
一 一 ・ ■

・一＿
一

55
■ ・ 一 ’ 一 ■ 一

60 一 一 一 一 一 ’ ■ 一

61 ■ ■ 一 一 一 一 ・ 一

62 ■ 一 一 一 一 ｝ 一 一

63 ・ 一 一 ・ 一
一一
一

64 十 十
i

一 一 、 ．、・1
」＿
十

65 ・ ・ 一 一 一 一

66 一 一 ・ 口 ｝

■・一

一

67 一 ． 一 一 ・ 一「 一

 1．血球二溶血原ヲ有シ血清二溶血素ナシ．

 2．血球；溶血原ナク血清二溶血素ヲ有シ，第1群豚血球ヲ溶血ス．

 3．血球昌溶血原ナク，血清ニモ溶血素ナシ．第五0表ノ豚血球及血清番號ハ第2表ノモノ

ト同一ヂアルガ第2表ノ豚同種血球凝集反膳ト比較シテ見ルト臭ク反騰ノ陽性ガー致シテヰ

ルノヲ見ル、然シテ同趣血球凝集反悠陽性ノモノ・中二溶血圧膳ガ陰性ノモノガアルガ，同

種溶血素ハ保存叉ハ温熱二対シ抵抗弱ク破壊サレ易キ爲デハナイカト思ハひルー要スル畠新

                     L田コ
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群ナ血球及血清ヲ使用スレバ大騒二於テ同種血球凝集反騰一致スルモノデアル．

 茨二溶血便ハ第16表島示シクガ多藪例二於テ略16－28倍ノ便ヲ示シテヰタ．

第16表 豚同種血球溶血素ノ溶血便

豚 豚 血清稀麗借籔血 血
球 溝 ・1 ・1 8 い・ 「・・ ：制 い・・1螂

43 42 州 州 舳 冊 什 十 ・ 一

蝸 42 冊 拙 糾 什 十 ・ 一 ■

64 61 州 糾 冊 州 柵 甘 十 一

64 62 冊 舳 冊 冊 柑 甘 十 ・

第8章 各型豚血球ノ人血清二謝スル吸着試験

 1910年v㎝D㎜gem und Hirszfe1d02｝八家兎，犬，馬，猫等ノ血球八人血清中ヨリ各々

昌封スル異種血球凝集素ヲ吸着スルト共二βヲモ吸着スル性質アルヲ認メ，S・him脾n・・血

球ハαヲ吸着スルモノガアル事ヲ報告シダ，家デ1911年B・㏄km汕n㈹八大血球ノ多クハ

人同種血球凝集素βヲ吸着シ，或ルモノハ弱クαヲ吸着シ，叉牛血球ハβヲ吸着スル事ヲ報

告シダ．家デHooker and A口derson舳鳥居㈹，白井㈹，深町㈹，宮崎伽，Tboms㎝

㎜a K6岬07）比等ニヨツテ各種ノ動物血球二冊索セラレ人血球A及Bレヅエプト1ル」二

類似ノ性質ハ廣ク動物血球中二そ存在シテヰルト老ヘラレテ來タ．

 豚血球皇蹴テハ宮崎｛6一氏ハ豚血液ノ型トハ無關係二吸着實験ヲ行ヒρト結合スル事ヲ認

メ人Bレツエプトール」二似タB’ヲ有シAレヅエプトrル」二似夕A’ハ有セスト遊ぺ，水

㈹民モ豚血液ノ型昌差異ナクβノミヲ幾分結合スルト遊ベテヰル．

 余等モ豚血液A型及0型血球皇ヨツテ人血清二対スル吸着試験室差異ナギカヲ研索シダ，

 實験方法 O型人並溝（風及βヲ含有〕ノー定稀澤液一定最二法瀦沈澱血球ヲ等量二混和シ，室温2時間

放置後逮心γ，上蒲ヲ操ツチ人A及温型血球二対スル凝集僚ヲ測定シ吸着前ノモノト比較シダ．

 資験成績 第16表二〇型人血清ヲ豚A型及0型血球デ吸着シタモノ各々6例宛ヲ示シ

ダ．

 吸着後ハー様二βヲ幾分吸着シ，”ハー般呈吸着前ノ凝集償ト大差ナシ．

 然シテ豚0型デ吸着シ豚O型二勤スル人血清中ノ異極血球凝集素ヲ取ツタ後ニハ上清ハ

A型豚血球ニモ作用シナイ，豚A型血球デ吸着後モ豚O型二作用セズ．要スル二人血清O

型（皿及β含有）ニハ豚血球二対スル種鴎特異性異種血球凝集素ヲ合ムノミニシテ，豚血球ハ

型畠關儀ナクβラー部分吸着シB。レツエプトール」類似ノ性質ヲ有スルガ，αヲ吸着スル事

ナクAレツエブトール」類似ノ性質ハ之ヲ有セズ．

【刊 工
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第I6表 0型人血清ヲ豚血球ニテ吸着

標準 血清 稀羅借 歓0型人血清
血球 5 10 15 ・・」・・・・・… 120 160

A 耕 朴 辮 甘 什 十 十 十
・ 口

吸着前 1B 柵 拙 冊 什 什 十 十 十 一 一

M75（A〕 A 糾 州 甘 什 十 十 十 一 一 ・

豚血球ニテ吸着 B 什 什 十 十 一 ■ 一 ・ 一 一

N・・79（A〕 A 糾 柑 甘 什 十 十 十 ・ 一 一

豚血球ニテ吸着 B 什 十 一 一 一 一 一 一 ・ 一

N町80（A） A 冊 柵 ＃ 什 十 十 十 一 ■ ■

豚血球ニテ吸着 招 什 什 十 十 一 一 一 ・ 一 一

No・83（A） A 辮 糾 柑 甘 甘 十 十 十 一 一

豚血球ニテ吸着 B 什 什 十 十 一 ・ 口 一 一 一

Nσ．84（A） A 冊 批 甘 甘 十 十 十 一 □ 一

豚血球ニテ吸着 丑 料 什 十 十 一 一 一 一 一 一

N仏85（A〕 A 柵 柵 什 朴 十 十 十 一 口 一

豚血1球ニテ吸着 R 料 十 一 一 一 一 ■ 一 ・ 一

標準 血 清 稀 澤 倍 敷
○型人並溝

血球 5 10 15 20 30 40 60 80 120 160

A 糾 冊 冊 十十 十十 十 十 十 ■ 一

吸着醐 B 糾 冊 冊 什 什 十 十 十 一 ＾

N・．77（O〕 A 柑 淵 什 什 十 十 十 一 ■ 一

豚血球ニテ吸着 B 什 十 一 一 一 一 ■ 一 ■ ■

N町78（O） A 榊 糾 冊 什 料 十 十 十 一 一

豚血球ニテ吸着 B 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一

N・．81（O） A 併 冊 拙 什 什 十 十 十 □ ■

豚血球ニテ吸着 遍 十 一1一 一 一 ． 一 ． ｝ 一

N。・82（O） A 榊 舳 淵 甘 十十 十 十 十 一 一

豚血1球ニテ吸着 丑 什 什 十 十 一 一 一 一 一 一

Nα86（O） A 1 什 冊 冊 十十 什 十 十 十 一 一

豚血球ニテ吸着 lB 什 十 □ 一 一 一 一 一 一 一

N仏87（O） A 朴 冊 十十 什 十 十 十 ・ 一 ｝

豚血球ニテ吸着 B 甘 十 一 一 一 ■ 一 一 一 一
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集9章冬型豚血液ト山羊血液トノ開係

             第1節豚血清ヲ山羊血球皇テ吸着

 1924年SchiH u．Ade1sb6rg6r用一等皇ヨリA型人血球ハ羊血球ト「レツエブトール」ノ共

通性ヲ有シ街「フオルスマγ氏抗原ヲ有シテヰル事ガ報告サレテ以來幾多ノ之1關スル實験

ガナサレタ．

 条等ハA型豚血清及O型豚血清ノ各型人血球二対スル凝集憤ガ山羊血球ノ吸着呈依ツチ

如何一影響サレルカヲ見ル爲柳カ實験ヲ試ミタ．第17表二示ス如クー般呈A型豚血清中ノ

人血球二対スル極麗特異性異種血球凝集素ハ山羊血球デノ吸着後二於デモ鐘化ハナイガ，特

昌O型豚血清中ノA型人血球皇封スル型特異性異種血球凝集素ノミガー部分吸着サレテヰ

ルノヲ見ル．師チA型人血球ト山羊血球トノ「1／ツエプトrル」ノー部共通性ガO型豚血清

二対シテモ講シ得ルモノデアル．

第1ク表 豚血清ヲ山羊血球ニテノ吸着試験

豚 血 清

慶    置

No－56（A型）

吸着前
山羊血
球ニテ
吸着

N①57（A型川Nα61（O型）

吸着前
山羊血
球ニテ
吸着
吸着前

山羊1血

球ニテ
吸着

No．62（0型）

吸着前
山羊血
球ニテ
吸着

人血球
O A lB O A 丑 O A 丑 O A 1B O A 1B 0 A 正； 0 A 丑 O A 丑

血清稀懸

5 十 十
■十
十 十 十什什甘什什什什冊 什 十 什 十 十柵 十

I＋
什 十

1O
・ ・ ・ ・ 一 一 十 十 十 十 十 十 十拙 十 一 十 ■ ■ 冊 一 ■ 十 ・

20
■ ． ・ ・ ■ ・ ・ 十 十 一 一 十 一什 ・ 一 十 ・ 一 甘 、 ・ 十 一

40
・ 一 一 一 一 一 ・ ・ 一 ■ ・ ・ ■ 什 一 ・ 一 i 什 一 一 ■

60
・ ． 一 ・ 一 一 ・ ■ 一 一 一 一 一 十 ・ ・ i ‘ ・ 十 ・ ■ ・ ＾

80
一 一 一■ ・ 一 ■ 一 ・ ・ ・ 一 ・ 、 十 一 ・ ‘ ■ ■ 十 ・ ・ ・ 旧

120
・ 一 一 ・ ・ 一 一 一 一 一 ・ ・ ■ 十 ■ ■ 一 一 ・ 十 ・ 一 ■ 一

160
・ 一 一 一 一 一 一 一 1 一 一 ■ 、 一 一 一 ■ 一 一 ・ 一 ・ 一 ■

           第2節 正常豚血清中ノ流山羊血球溶血素

 家兎，人及豚ノ正常血清ガ抗山羊血球溶血素ヲ含有スル裏ハ早クヨリ鋼ラレ，191ア年

Friedm・m㈹家デT・nigu・h三は0〕等ガ此ノ溶血素ハ煮沸緬羊叉ハ山羊血球，海猿，馬等ノ

臓器ニヨリ吸着シ得ルカラ「フォルスマン抗饅ト見ル可キダトシタ．然シテ水（講ハ豚血清ノ

抗山羊血球溶血素ハ豚血液ノ型ト無關係員存シ海猿腎臓デ吸着シ得ルト述ベテヰル．条等モ

之ヲ追試シダ．

 實験方法 抗山羊血球溶血債測定 非働陸各型豚血清ヲ趨降的二稀轟シ，O．5㏄宛トリ，5％山羊血球

虫理的食麗水浮漆液0．5㏄，更二補饅トツテ新鮮海損血清10借稀潔液0・5㏄ヲ混和ツ37’Cノ艀卵器二2時

間入レタ後成績ヲ見タ．溶血度ノ記載ハ第7章二示シダ通デアル．

 豚血清ノ抗山羊血球溶血棄ノ海猿腎臓ニコル吸着 非働性1豚血清二海瞑腎臓ヲ細挫シ生理的食麗水ニテ
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籔回流糠ツタ沈澱ヲ等量二混和シ蝉卵器二3ア℃1時間入レ後上清ヲ探リ之二就キ抗山芋溶血試験ヲ行ツ

タ．

 實験成績第18表二A型豚血清及O型豚血清各々3例宛ヲ示シダ．大磯畠於テ豚血液ノ

型星關係ナク逝清稀緯4－8倍位迄完釜溶血デ，256倍迄陽性ノそノガアツタ．之ヲ海撰腎

臓デ吸着スレバ上清ハ豚血球ノ何レノ型二対シテモ溶血反騰ヲ呈シナクナツーク．

           第18表  豚血清ノ流山羊血球溶血素

募小）豚血清
96（＾） 97（A〕 99（A〕 95（0〕 68〔O〕

100
96（A） 95（0） 98（0）

loo
〔O〕 （O）

慶置
慶  置  前 海握腎臓ニテ吸着

血清轟懸

4 柵 柵 冊 柵 冊一 冊 ■ 一 ・ 一 一 口

8 柵 州 柵 甘 柵 糾 ■ ■ 口 一 ■ 一

15 州 十十 冊 甘 淵 冊 ・ 一 □ ・ ■ □

32 冊 十 僻 十 榊 柵 一 ・ 口 一 ■ ｝

64 併 十 什 一 什 什 ■ ・ 一 一 一 口

工28 什 一 十 ■ → 十 一 一 一 一 一 一

256 十 一 十 一 十 一 一 ． 一 一 一 ・

512
一 一 一 一 一 一 一 一 一 ・ 一 一

第10章総括及結論

 以上ノ實験ヲ総括的二述ベテ結論トスル．

 1．豚血液ヲ同種血球凝集反騰二体ヅテ次ノ3群トナシ得ル．

 第1群血球二被凝集性ヲ有シ，血清二凝集素ナシーA。

 第2群血球干被凝集性ナク，血清二第1群豚血球ヲ凝集スル凝集素ヲ有ス。0・

 第3群血球二被凝集性ナク・血清ニモ凝集素ヲ有セズ．0．

 2．豚同種血球凝集素ノ凝集憤ハ非常二低ク，血清原液ヨリ8傍稀澤液二陽性ノ程度デア

ル．此ノ凝集素ハ豚第1群血球及A型人血球ニヨヅテ吸着サレ，第I群ヲA型豚血液，第

2群ヲO型豚血液ト名付ケル事ハ安當デアル．倫第3群豚血液モ後述ノ各型人血球畠勤ス

ル型的差異及人A型血球二対スル型特異性異種血球凝集素ヲ有シテ居ル融二於テ第2群皇

類似シ豚血液ノ型トシテハO型二入レル可キデアル、

 3．豚A型血清ハ各型人血球二勤スル凝集使二体ツチ家ノ4型トナル．

 （1）各型人血球二平等ノ凝集便ヲ示スモノ．

 （2）A及遍及A遍型人血球二対シO型ヨリモ凝集憤高イモノ・

 （3）扇レツエプトール」ヲ有スル人血球二凝集慣高イモノ．

 （4）O及B及AE型二高イ凝集償ヲ示スモノ．

 豚0型血清ハ次ノ2型トナル．

                  【刊】



各型豚血液間ノ人血液旦封スル差異 鵬

 （一）Aレヅエプトール」ヲ有スル人血球二凝集便著シク高イモノ．

 （2）A及B及AB型二対シテ0型人血球ヨリモ高イ凝集便ヲ赤スモノ．

 4．豚血清ノ各型人血球昌封スル型特異性異種血球凝集素量体ツチ分類スンバ，豚A型血

清ハ・型，グ型，〆β’型ノ3型トナリ，豚O型血清ハ〆型，〆μ型ノ2型トナル．

 5．豚血球ノ各型人血清皇封スル被凝集償ハ豚血液ノ型ト無關係二A遍。，α，αβ，βノ血清

ノ順二高カッタ．

 6豚血清ノ多数各型人血球二対スル凝集便二於テ個人的差異ノ著明ナモノモ有ルカ大証

昌A型豚卑清各人二低ク，O型豚血清ハAレヅエプトール」ヲ有スル人血球二一般二高イ．

 7．豚血清ノ異種血球凝集素便ハ豚血液ノ型二無關係二山羊，薙子，海猿，鶏，鳩，家兎，

牛，馬等ノ血球ノ中デ牛血球二勤シテハ凝集反騰ナク馬血球ニハ6憎デー番高イ．

 8．豚同種血球溶血反騰ハ大騒二於テ豚同種血球凝集反騰トー致シ，溶血憤ハ32－128傍デ

アツタ’

 9豚血球ハ型昌無關係二一般二人同種血球凝集素βラー部吸着シ，αヲ吸着セズ．

 然シテ豚同種血球凝集素ガA型人血球二体ヅテ吸着サレ得ル事ヨリ考ベテ，人血球A型

ハ豚0型血清ノ同種血球凝集素二対スル豚A型血球ト類似シダ「レヅエプトールJヲ有シテ

ヰルガ，人血清αハ豚血球二対シテ八種属特異性異種血球凝集素ヲ合ムノミデアル．

 然シテ山羊血球ハ豚血清中ノ人A型星封スル型特異性異種血球凝集素〆ラー部吸着シ得

ルカラ，人A型血球ト山羊血球トノ間ニモ「レヅエプトールJノ部分的共通ヲ豚血清二対シ

テモ講シ得ル・豚血球ハ又βラー部吸着スル敬二人Bレヅエプトール」ノー部分共通セルB

トモ言フ可キ性質ヲ有シテヰル．

 10豚血清中ノ抗山羊血球溶血素ハ豚血液ノ型二關係ナク32－256血清稀緯倍数迄存在シ

海狸腎臓ニヨヅテ全部吸牧サレル．

                （昭和9年8月26日稿了）
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